












永楽銭(永楽通宝)など













管領 侍所所司



越前吉崎に坊舎を構え、「御文」と呼ばれる平易な文章を用いて布教した

こうした商品として販売することを
目的とした作物を商品作物という。





中世に港を廻って商品運送や行商を行った船

商品の管理・輸送を行った









「公事根源」や「樵談治要」などの
書物を著した。



代表的なものに「物くさ太郎」
「一寸法師」などがある



「坂東の大学」と呼ばれ下野国にあった

日常語句を分類した国語辞書





足利将軍家の縁戚で駿河守護か
ら戦国大名に成長し、東海一円
に勢力を伸ばした



・朝倉氏の朝倉孝景条々では、家臣団に城下町一乗谷への集住と領地への
代官派遣を命じている

戦国大名が城郭を中心に計画的に建設し、家臣団・商工業者を
集住させた都市

今川氏の今川仮名目録は、婚姻を通した他国との結びつきを
禁じる規定などで有名

・北条氏の早雲寺殿廿一箇条には家臣団の統制や武士の心得が記されている。

・武田氏の甲州法度之次第には喧嘩両成敗の規定がみられる。
・伊達氏の定めた塵芥集は171カ条から成り立ち、分国法中最大のもの。これに次ぐものとして長宗我部氏の
　長宗我部氏掟書がある。






